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月

１
９
日
技
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審
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項
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査
会
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日
意
見

 
追
加
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見

 
事
業
者
回
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（
※

P
は
添
付
資
料
ペ
ー
ジ
番
号
）

 

全
般
的
事
項

 

 ①
 
対
象
事
業
実
施
区
域
周
辺
に
は
，
小
学
校
，
保
育
所
及
び
多
数
の

住
居
等
が
近
接
し
て
い
る
た
め
，
本
事
業
の
実
施
に
よ
る
生
活
環
境

へ
の
重
大
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

 

 
 
こ
の
こ
と
か
ら
，
対
象
事
業
実
施
区
域
を
設
定
し
た
経
緯
に
つ
い

て
，
適
切
か
つ
合
理
的
に
説
明
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
，
対
象
事
業

実
施
区
域
の
位
置
の
複
数
案
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
の
か
説
明
い

た
だ
き
た
い
。

 

【
山
本
会
長
，
平
野
委
員
】

 

 
別
添
資
料

P
①
-
1
～
①
-
5
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
 

 

②
 
燃
料
を
仙
台
港
か
ら
輸
送
す
る
場
合
は
，
鉄
道
輸
送
も
検
討
す
る

こ
と
。

 

【
太
田
委
員
】

 

 
ご
指
摘
の
と
お
り
、
鉄
道
輸
送
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
 

          

大
気
質

 

           

③
 
大
気
汚
染
防
止
法
に
よ
る
窒
素
酸
化
物
（

N
O
ｘ
）
の
排
出
基
準

値
は

95
0p

pm
で
，
デ
ィ
ー
ゼ
ル
以
外
で
は

10
0p

pm
か
ら

20
0p

pm
で

あ
る

が
，

デ
ィ

ー
ゼ

ル
以

外
の

方
式

を
採

用
す

る
の

は
難

し
い

か
。

 
【
柳
澤
委
員
】

 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
は
燃
焼
効
率
が
高
い
分
，
含

有
す
る

N
,S

そ
の
他
の
成
分
の
低
減
に
は
よ
り
し

っ
か
り
と
し
た
対
応
が
必
要
。
初
期
投
資
も
割
高

で
機
器
の
劣
化
も
早
く
，
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
他
の

発
電
方
式
よ
り
か
か
る
は
ず
。
ど
う
い
う
方
式
を

選
ぶ
か
に
つ
い
て
の
複
数
案
検
討
の
経
過
を
提
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 
【
山
本
会
長
】
 

発
電
効
率
の
観
点
か
ら
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
方
式
に
し
ま
し
た
。
考
え
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
方
法
書
の

3
0
ペ
ー
ジ
に
、
従
来
の
ボ
イ
ラ
ー
タ

ー
ビ

ン
と

デ
ィ

ー
ゼ

ル
エ

ン
ジ

ン
と

の
比

較
を

熱
効

率
の

視
点

で
記

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。
 

な
お

燃
焼

効
率

と
設

備
投

資
額

等
と

の
間

に
は

直
接

的
な

関
係

は

低
く
、
む
し
ろ
実
績
の
あ
る
技
術
で
あ
る
か
否
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

植
物

油
を

用
い

た
大

容
量

ボ
イ

ラ
ー

用
バ

ー
ナ

の
実

績
は

皆
無

に
近

く
、
信
頼
性
に
欠
け
ま
す
。
ま
た
排
気
ガ
ス
の
中
の

S
分
は
、
燃
料
起

因
で
す
が
、
植
物
油
中
の

S
分
は
極
め
て
微
量
で
あ
り
、
硫
黄
酸
化
物

の
排
出
量
は
極
め
て
微
量
と
な
り
ま
す
。
窒
素
酸
化
物
は
燃
焼
に
起
因

し
た
生
成
物
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
脱
硝
装
置
や
エ
ン
ジ
ン
制
御
の
最
適

化
で
、
低
減
を
は
か
り
ま
す
。
 

（
別
添
資
料

P
③
-
1
参
照
）

④
 
窒
素
酸
化
物
濃
度
に
つ
い
て
，

95
0p

pm
か
ら

65
0 

pp
m

へ
の
低

減
で
は
，
効
率
の
良
い
脱
硝
装
置
を
使
っ
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。

そ
の
た
め
，
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
も
他
の
発
電
所
と
比
較
し
て
非

常
に
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
，
最
新
の
脱
硝
装
置
を
採
用
す
る
な
ど
，

効
果
的
な
排
出
ガ
ス
対
策
を
複
数
行
う
必
要
が
あ
る
。

 
【
山
本
会
長
，
柳
澤
委
員
】

 

 
脱
硝
装
置
は
既
に
確
立
し
た
技
術
で
あ
り
、
現
在
流
通
し
て
い
る
脱

硝
装
置
は
既
に
高
水
準
に
あ
り
ま
す
。
尿
素
水
量
を
増
や
せ
ば
窒
素
酸

化
物
は
低
減
し
ま
す
が
、
効
率
的
に
低
減
す
る
た
め
の
尿
素
水
量
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
適
正
な
尿
素
水
量
を
勘
案
し
つ
つ
、
大
気
中
に
拡

散
し
や
す
い
煙
道
（
構
造
・
高
さ
・
位
置
）
等
の
検
討
を
致
し
ま
す
。

ま
た
脱
硝
に
必
要
な
尿
素
水
を
場
内
で
製
造
す
る
た
め
、
場
外
よ
り

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
等
で
運
搬
す
る
従
来
の
方
式
と
比
べ
、
二
酸
化
炭
素

の
発
生
量
は
減
少
で
き
る
見
込
み
で
す
。
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追
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※

P
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料
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ジ
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号
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大
気
質

 

   

⑤
 
含
ま
れ
る
灰
分
が
少
な
い
の
で
，
燃
焼
状
態
を
最
適
化
し
て
燃
焼

由
来
の
煤
塵
を
制
御
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
，
燃
焼
状
態
を
最
適
化

で
き
な
い
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
，
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
の

か
。

 
【
柳
澤
委
員
】

 

対
策
と
し
て
シ
ス
テ
ム
停
止
の
み
で
な
く
適
切

な
制
御
対
策
装
置
の
検
討
を
す
る
こ
と
。
ま
た
，

D
PF

(デ
ィ

ー
ゼ

ル
粒

子
フ

ィ
ル

タ
ー

)を
設

け
る

な
ど
，
黒
煙

PM
対
策
を
十
分
に
行
う
よ
う
検
討

す
る
こ
と
。

 
【
山
本
会
長
】

  

エ
ン

ジ
ン

は
最

適
状

態
で

稼
働

す
る

よ
う

に
常

時
モ

ニ
タ

ー
し

て

制
御
し
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
直
ち
に
ア
ラ
ー

ム
と
し
て
表
示
さ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
所
定
の
手
順
に
従
い
，
速
や

か
に
シ
ス
テ
ム
を
停
止
い
た
し
ま
す
。
具
体
的
な
制
御
シ
ス
テ
ム
の
検

討
は
こ
れ
か
ら
に
な
り
ま
す
が
、
異
常
の
予
知
（
自
己
診
断
）
や
予
防

・
不
具
合
発
生
時
の
不
具
合
是
正
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
・
シ
ス
テ

ム
停
止
方
法
等
、
異
常
時
で
も
環
境
へ
の
影
響
が
最
小
に
な
る
方
法
を

検
討
致
し
ま
す
。
 

ま
た

D
P
F
と
の
ご
指
摘
に
つ
い
て
、
今
後
可
能
性
検
討
は
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
自
動
車
用
で
は
確
立
し
た
技
術
と
な
り
、
大
型

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
用
と
し
て
は
耐
久
性
・
信
頼
性
に
お
い
て
実
績

が
極
め
て
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
一
方
、
植
物
油
で
は
煤
塵
の
元
と

な
る
灰
分
・
残
渣
等
が
化
石
燃
料
よ
り
極
め
て
低
く
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
お
い
て
も
大
気
基
準
値
は
大
幅
に
下
回
り
、
黒
煙
も
視
認
で
き

な
い
レ
ベ
ル
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
ン
ジ
ン
は
一
定
回
転
で
回
す
た

め
、
空
気
と
燃
料
の
混
ざ
り
方
の
変
動
が
無
く
、
ト
ラ
ッ
ク
発
進
時
に

排
出
さ
れ
る
黒
煙
の
様
な
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
績
の
少
な
い
技
術

に
依
存
す
る
の
は
リ
ス
キ
ー
で
あ
り
、
我
々
は
実
績
の
あ
る
最
新
技
術

を
導
入
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
最
適
な
方
法
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

⑥
 
排
出
ガ
ス
対
策
に
つ
い
て
は
，
排
出
量
の
低
減
を
第
一
に
考
え
る

こ
と
。
そ
の
上
で
，
集
合
煙
突
の
採
用
，
送
風
機
の
導
入
な
ど
，
拡

散
に
よ
る
排
出
濃
度
の
低
減
を
検
討
す
る
こ
と
。

 

な
お
，
拡
散
に
よ
る
排
出
濃
度
の
低
減
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て

は
，
対
象
事
業
実
施
区
域
が
窪
地
で
あ
る
た
め
，
周
辺
地
域
と
排
気

筒
と

の
相

対
的

な
高

低
差

を
考

慮
し

た
煙

突
構

造
や

高
さ

な
ど

の

検
討
も
行
う
こ
と
。

 
【
山
本
会
長
，
柳
澤
委
員
】

 

 
④
に
も
示
し
ま
し
た
と
お
り
、
脱
硝
装
置
に
よ
る
低
減
策
を
検
討
い

た
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
煙
突
の
集
合
化
や
送
風
機
の
導
入
な
ど
、
拡

散
に
よ
る
排
出
濃
度
の
低
減
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
地
域
と
の

標
高
差
も
勘
案
し
予
測
評
価
を
行
い
ま
す
。
 

   

騒
音
・
低
周
波
音

 

   

⑦
 
建
設
機
械
の
稼
働
に
よ
る
騒
音
に
つ
い
て
は
，
５
％
時
間
率
騒
音

レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
，
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
も
算
出
す
る
こ
と
。

 

【
永
幡
委
員
】

 

 
ご
指
摘
の
と
お
り
、
建
設
機
械
の
稼
働
に
係
る
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
を

算
出
い
た
し
ま
す
。
 

⑧
 

建
設

機
械

の
稼

働
に

よ
る

騒
音

及
び

工
事

用
車

両
の

走
行

に
よ

る
騒
音
に
つ
い
て
は
，
現
地
の
状
況
に
よ
り
，
累
積
的
な
影
響
が
あ

る
場
合
に
は
，
そ
の
予
測
及
び
評
価
を
行
う
こ
と
。

 
【
永
幡
委
員
】

  
対
象
事
業
実
施
区
域
の

20
0m

程
度
の
範
囲
で
、
工
事
用
車
両
が
通

過
す
る
箇
所
で
は
、
そ
の
複
合
に
よ
る
影
響
を
予
測
及
び
評
価
い
た
し

ま
す
。
 



 

３
 

項
 目

 
審
査
会
当
日
意
見

 
追
加
意
見

 
事
業
者
回
答

 

（
※

P
は
添
付
資
料
ペ
ー
ジ
番
号
）

 

   

騒
音
・
低
周
波
音

 

 

 ⑨
 
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
稼
働
に
よ
る
騒
音
は
ボ
イ

ラ
ー
よ
り
大
き
い
。
適
切
な
消
音
機
器
の
選
択

に
よ
り
で
き
る
だ
け
騒
音
低
減
を
図
る
こ
と
。

地
域
住
民
に
騒
音
，
振
動
，
低
周
波
な
ど
が
実

感
で
き
る
よ
う
な
体
験
的
説
明
を
行
う
よ
う
検

討
す
る
こ
と
。

 
【
山
本
会
長
】
 

基
本
的
に
は
音
源
を
建
屋
内
に
配
置
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
さ
や
吸

音
材
設
置
で
屋
外
へ
の
音
漏
れ
を
極
力
低
減
し
ま
す
。
ま
た
、
屋
外
に

設
置
す
る
機
器
に
つ
い
て
も
低
騒
音
仕
様
と
致
し
ま
す
。

 
 
ま
た
地
域
住
民
に
対
し
ま
し
て
は
、
説
明
会
等
を
通
じ
可
能
な
限
り

体
験
的
説
明
を
行
え
る
よ
う
、
今
後
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
 
質

 

⑩
 
用
水
と
排
水
量
の
差
の
理
由
を
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

 
【
原
専
門
委
員
】

 
 

 
エ
ン
ジ
ン
補
機
（
タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
）
や
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
か

ら
の
凝
縮
水
が
あ
る
た
め
、
用
水
に
比
べ
て
排
水
量
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
 

⑪
 
排
水
中
の
油
分
は
，
可
能
な
限
り
除
去
し
，
場
外
に
排
出
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
。

 
【
原
専
門
委
員
】

 

 
 
油
水
分
離
槽
を
設
置
す
る
と
と
も
に
，
雨
水
の
油
膜
除
去
な
ど
も
行

い
、
場
外
に
排
出
し
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
 

地
形
・
地
質

 

⑫
 
対
象
事
業
実
施
区
域
に
土
砂
災
害
危
険
箇
所
，
急
傾
斜
地
が
存
在

す
る
こ
と
か
ら
，
土
砂
災
害
を
誘
発
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
・

予
測
・
評
価
を
行
い
，
十
分
防
止
策
が
講
じ
ら
れ
な
い
場
合
に
は
事

業
実
施
区
域
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

 
 

【
伊
藤
委
員
】

 

 
 
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
本
的
に
残
置
森
林
と
し

て
残
す
こ
と
で
、
家
屋
の
裏
手
に
あ
た
る
箇
所
は
改
変
せ
ず
、
発
電
所

側
は
急

傾
斜
地
の
上
端
か
ら

10
m

以
上

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し

て
安
定
的

に
法
切
り
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
家
屋
の
な
い
搬
入
路
に
当
た
る
部

分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
質
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
必
要
な
対
策

を
検
討
し
ま
す
。
 

⑬
 
対
象
事
業
実
施
区
域
と
旭
山
撓
曲
と
の
位
置
関
係
を
確
認
す
る

こ
と
。

 

 

【
太
田
委
員
】
 

 
対
象
事
業
実
施
区
域
周
辺
の
地
質
図
（
旧
通
商
産
業
省
工
業
技
術
院

地
質
調
査
所
 
昭
和

57
年

3
月
発
行
）
に
よ
る
と
、
旭
山
撓
曲
が
対

象
事
業
実
施
区
域
の
西
側
約

5k
m

の
位
置
に
存
在
い
た
し
ま
す
。

 
（
別
添
資
料

P
⑬
-
1
～
⑬
-
2
参
照
）

動
 
物

 

⑭
 
調
整
池
か
ら
の
排
水
に
よ
る
水
質
の
変
化
が
，
水
生
生
物
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
，
適
切
に
調
査
，
予
測
及
び
評
価
す
る
こ
と
。

 

【
太
田
委
員
】

  

 
 

水
質

調
査

を
実

施
す

る
地

点
で

魚
類

や
底

生
動

物
の

水
生

生
物

調

査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
予
測
及
び
評
価
を
行
い
ま
す
。

植
 
物

 

⑮
 
事
業
実
施
に
よ
り
水
質
が
変
化
す
る
こ
と
で
，
希
少
な
植
物
の
生

息
環
境
が
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
，
水
質
が
変
化
す
る

可
能
性
が
あ
る
範
囲
を
考
慮
し
，
調
査
範
囲
を

2
5
0
m

よ
り
も
広

く
設
定
す
る
こ
と
。

 

【
牧
委
員
】

  

 
 
ご
指
摘
の
と
お
り
、
水
路
下
流
域
で
の
調
査
を
可
能
な
限
り
実
施
い

た
し
ま
す
。
 

生
態
系

 

⑯
 
生
態
系
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
，
対
象
地
域
を
特
徴
付
け
る
生
態

系
を
特
定
し
，
調
査
対
象
と
な
る
種
の
絞
り
込
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
。

 

【
野
口
委
員
】

 

 
 
本
事
業
実
施
区
域
は
放
棄
さ
れ
て
い
る
林
地
で
あ
り
ま
す
が
，
典
型

的
な
里
山
に
近
い
環
境
で
か
つ
周
囲
に
水
田
も
あ
る
こ
と
か
ら
，
文
献

調
査
結
果
よ
り
上
位
性
で
は
オ
オ
タ
カ
や
ノ
ス
リ
等
，
典
型
性
で
は
小

動
物
等
が
対
象
種
と
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
，

現
地
調
査
結
果
を
踏
ま
え
，
準
備
書
段
階
で
検
討
い
た
し
ま
す
。
 



 

４
 

項
 目

 
審
査
会
当
日
意
見

 
追
加
意
見

 
事
業
者
回
答

 

（
※

P
は
添
付
資
料
ペ
ー
ジ
番
号
）

 

 
 
 

 

景
 
観

 

⑰
 
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
，
排
気
筒
か
ら
の

蒸
気
も
加
え
て
行
う
こ
と
。

 

【
平
野
委
員
】

 

 
 
ご
指
摘
の
と
お
り
、
蒸
気
も
含
め
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
作
成
い

た
し
ま
す
。
 

 ⑱
 
景
観
の
調
査
地
点
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
，
小
学
校
や
保
育
所
の

存
在
な
ど
周
辺
の
立
地
状
況
，
地
形
的
状
況
を
考
慮
し
，
景
観
へ
の

影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
地
点
を
中
心
に
，
よ
り
多
く
の
調
査

地
点
を
選
定
す
る
こ
と
。

 

【
平
野
委
員
】

 

 
 
ご
指
摘
の
と
お
り
、
周
辺
の
小
学
校
や
保
育
所
、
地
形
的
状
況
を
勘

案
し
、
調
査
地
点
を
選
定
い
た
し
ま
す
。

 
（
別
添
資
料

P
⑱
-
1
～
⑱
-
3
参
照
）

温
室
効
果
ガ
ス

 

 ⑲
 
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
に
つ
い
て
，
燃
料
を
輸
入
す
る
際
の
船

舶
等
の
運
行
，
助
燃
剤

A
重
油
な
ど
も
含
め
，
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

の
考
え
方
を
基
本
に
予
測
及
び
評
価
を
行
う
こ
と
。

 

 
 
【
山
本
会
長
】

 

 

温
室

効
果

ガ
ス

削
減

効
果

の
把

握
に

関
し

て

は
，

E
U

再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ

ー
指

令
に
よ
る
方

法
な
ど
も
参
考
に
し
，
発
電
用
燃
料
製
造
・
精
製

法
に
よ
っ
て
は

(例
え
ば
，
水
素
ガ
ス
を
使
用

)化

石
燃
料
削
減
と
は
な
ら
な
い
の
で
，
製
造
・
精
製

過
程
の
収
支
も
明
示
す
る
こ
と
。

 【
山
本
会
長
】

 

 

 
現
時
点
で
試
算
可
能
な
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
で
き
る
限
り
試
算

を
行
い
ま
す
。
 

 


